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 マクロな高圧配電系統については、光伝送路を活用したセンサ開閉器を順次導
入中。引き続き、導入を推進し、配電自動化によるリアルタイムの潮流や電圧監
視・制御を指向していく

スマートメーターは配電自動化をミクロな観点で補完する位置づけで活用。将来的
にDERの導入が拡大した世界においては、一送としてスマートメーターから得られる
DER等の細粒度の負荷実績を精緻に管理し、活用するシーンも想定

将来の電力ネットワークに期待される社会的ニーズやDERの更なる普及等の環境
変化を的確にとらえ、導入による費用対効果を考慮し遅滞なく導入を進める

局所的に時間をかけて導入が進む移行面も考慮しつつ、1:N方式を持たない当
社としては、必要箇所への1:N方式の導入を検討

1:N導入に際しては、山間僻地等不感帯地域へのエリア拡大や低廉な価格かつ
安定で継続的なサービス提供が必須
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